
グローバルな時代に必要とされる専門職者を育成するために、本学では「国際

リハビリテーションコース」を2019年度に開始しました。このたび、さらに発展した

教育を行うために、全学部・学科を対象とした「国際保健医療福祉プログラム

（副専攻）」を2022年4月に開始します。プログラムでは、国際保健医療福祉を

体系的に学び、英語によるコミュニケーション力や研究力を身につけます。

看護学部 リハビリテーション学部 社会福祉学部

グローバルな時代に

必要とされる保健医療福祉の

専門職者になる

国際保健医療福祉プログラム

国際保健医療福祉プログラム（副専攻）開始
2022.04



保健医療福祉の現場で外国人利用者の支援、
外国人スタッフと協働して働く

保健医療福祉の専門職として
海外で技術提供や国際支援を行う

海外留学して現地の資格を
取得し就職する

本学大学院に進学し、
海外の大学と共同研究をする
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国内外で、多様な背景を
もつ人々に保健医療福祉を

実践できる。

グローバルな活動を
している組織・部門等に
携わることができる。

保健医療福祉の
専門職者として、国内外で
人 と々協働ができる。

保健医療福祉に関する
研究活動を実践し、

国際社会に貢献できる。

今

将来あなたは
こうなれる

看護学部、リハビリテーショ
ン学部、社会福祉学部の3
学部の学生が一緒に、そし
て協力して学びます。国際
支援活動をはじめグローバ
ルに働くためには、文化的背
景が多様な多職種と協働す
る力が必要です。

今後、国際保健医療福祉の現
場では、専門職の資格に加え、
高い英語コミュニケーション能
力を身につけていることは大き
な武器となります。英語コミュニ
ケーション能力を高める機会と
して、国際保健医療福祉プログ
ラム専用の特別英語学修プロ
グラムがあります。

多職種連携の力が
身につく

英語コミュニケーション能力が
身につく

なぜ国際保健医療福祉を学ぶのか？

年間で何が学べる？

グローバル化の波は、保健医療福祉においても例外

なく進んでいます。持続可能な開発目標(SDGs)の目

標3「すべての人に健康と福祉を」の達成に向けた取

り組みが行われる中、世界では質の高いサービスを

十分に受けられない人々が数多くいますし、国内にお

いても医療や福祉の現場で外国人利用者、外国人ス

タッフが増加しています。

したがって、国内外で多様な背景をもつ人々と

協働し、保健医療福祉を実践できる人材が

今すぐにでも必要なのです。

国際保健医療福祉の専門職者として必要な教養
を身につけます。国際社会に貢献したり、現場にお
いて外国人利用者とのコミュニケーションを図ったり
するために、対象者の文化的背景、世界における
疾病や保健医療福祉制度などを学びます。

教養
外国語で情報収集をしたり、他者とのコミュニ
ケーションを図ったりするために、グローバルな
保健医療福祉現場で求められる語学力を強化
します。また、相手に伝わる、伝えることのできる
コミュニケーション能力を身につけます。

語学力

海外派遣を伴う授業科目に参加することで、主体性、積極性を身につけます。これ
まで身につけた教養、知識、コミュニケーションスキルを統合および発展させ、実際
に海外で実践します。また国際支援の知識を修得し、実際に国内外における国際
支援を企画・実践することで、グローバルな活躍をするための力を総合的に身につ
けます。4年間の学修成果の集大成として英語で発表を行います。

国際教育

専門職者として、国内外で
保健医療福祉に関する

国際社会に貢献できる。

国内外で、多様な背景を
もつ人々に保健医療福祉をしている組織・部門等に

めざす
人材像

33
国際専門研修・国際実習などの
海外派遣を伴う授業科目に在学
中に必ず参加します。これまで身
につけた国際保健医療福祉の知
識や英語コミュニケーション能力
を用いて海外で実践します。国際
保健医療福祉プログラムに登録
した学生は優先的に参加可能で
す。履修内容は学部によって異な
ります。

海外での研修・実習に
参加し、実践力を高める

新たな挑戦 へ
今までできなかったことを
できるようにするために、
新たな挑戦をしてみませんか？
このプログラムで自己成長し、

グローバルな時代に必要とされる

保健医療福祉の専門職者をめざしましょう！　

4
今までできなかったことを
できるようにするために、
新たな挑戦をしてみませんか？
このプログラムで自己成長し、

グローバルな時代に必要とされるグローバルな時代に必要とされる

保健医療福祉の専門職者をめざしましょう！　



修 了 要 件

派 遣 先

共
通
・
教
養
領
域
等

専
門
領
域

現代の国際社会
現代のコミュニティ論
ブラジル文化と言語
文化人類学 
哲学 

○国際支援入門
○国際保健医療福祉論

国際福祉実習
国際教育実習

○英語Ⅲ

国際看護論
国際看護研修

国際支援アクティブラーニングⅠ
国際支援アクティブラーニングⅡ

○国際支援論

○英語Ⅴ

海外研修

看護学部

※2科目を選択

リハビリテーション学部

社会福祉学部
社会福祉学科

社会福祉学部
こども教育福祉学科

国際リハビリテーション援助論 国際リハビリテーション研修

多文化共生と教育

多文化共生と
ソーシャルワーク

国際看護実習

○英語プレゼンテーション
　演習

国際理学・作業・
言語聴覚療法実習

○国際コミュニケーション
　演習

カリキュラム 1年次 2年次 3年次 4年次

※海外での研修・実習等は実費となります。
※派遣先は変更になる場合があります。

インド

ベトナム

シンガポール

オーストラリア

中国 アメリカ

カンボジア

海外研修・国際看護実習/ナンヤン理工学院
国際リハビリテーション研修/シンガポール工科大学

国際理学・作業・言語聴覚療法実習/イーデス・コーワン大学
国際教育実習/インマヌエルカレッジ

海外研修/陸軍軍医大学 国際看護研修/サミュエルメリット大学
国際リハビリテーション研修/ハワイ大学マノア校
国際支援アクティブラーニングⅡ/
St. Francis Healthcare System of Hawaii

国際福祉実習/インド聖隷希望の家

国際支援アクティブラーニングⅡ/ジャパンハート医療センター

国際支援アクティブラーニングⅡ/
Research and Training Center for Community Development

ブラジル
国際福祉実習/ブラジル希望の家

国際福祉実習

※○以外は選択科目。※下線は海外派遣を伴う授業科目。

I看護学部 看護学科　 Ｉ助産学専攻科
Iリハビリテーション学部 理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科
I社会福祉学部 社会福祉学科 ［ソーシャルワークコース・介護福祉コース］／こども教育福祉学科
I大学院 ［博士前期課程］［博士後期課程］ 
　　　　 看護学研究科／リハビリテーション科学研究科／社会福祉学研究科

〒433-8558
静岡県浜松市北区
三方原町3453

お問い合わせは［入試・広報センター］へ

053-439-1401TEL

https://www.seirei.ac.jpホームページ

各学部・学科によって定められた授業科目を履修します。修了要件を満たした場合は、
卒業時に大学から国際保健医療福祉プログラム（副専攻）修了証を授与します。
なお、国際プログラムの履修科目は、各学部の卒業要件単位に算入されます。

※希望者が定員を超える場合は選考を行います。

○英語Ⅳ

詳細は
国際保健医療福祉
プログラムHPヘ


